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愛知県在宅医療ソーシャルワーク研究会  事務局  



講演  

『在宅介護における訪問歯科のポジショニング』  

講師：堀 道人先生（本山歯科医院 デンタル相談員）  

 

 

コメント: 

・ 機能文化による問題がおきている中で歯科診療の介入の方向性はまだまだあるとおもいました。 

・ 他の歯科医院さんも本山歯科医院さんのように、相談員の方が常駐してくださると、依頼をしやすくなりますし、患者さんに

適切な医療を届けられると考えております。 

・ 在宅歯科診療の重要性がよくわかりました。長期の療養者や重度要介護の患者さんの口腔ケア～飲み込む機能の維持につい

て、食べられなくなってきた時に歯科の相談員がどのように患者さんと関わりをもち、他の職種と連携されるかという辺りの

話も、またぜひ機会があればお伺いしたいと思いました。 

・ 急性期の医療機関ですと、入院前にどこの歯科医院がかかりつけであったのかという情報は、なかなか入ってこない現状があ

ります。（在宅医療・サービスが導入されていても、サマリーに歯科医院の情報までは記載がされていません）本人やご家族

からの訴えで、入れ歯を作成中だったなどの情報をいただくことがあります。一方で、退院時に歯科医院へ情報提供すること

もほとんどありません（ビスホスホネートを服用している場合でも情報提供しないこともあります）。今回、あらためて口腔

内ケアや食事、連携の大切さを学び、連携の方法、ツールについて自院や地域の中でどのようにおこなっていくのか、統一化

がこれから２０４０年に向けて課題であると感じました。ICT は便利な反面、不要な情報も反乱する可能性もあり、スタッフ

の疲弊にもつながると思います。患者にとって必要な情報を的確に地域や病院で共有するツールが必要と感じました。 


